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１　居宅介護支援事業に係るモニタリングについて

モニタリングについては、特段の事情がない限り、少なくとも月１回は利用者の居宅を訪問し、利用者に面接することとなっています。（厚生労働省令による）
　この場合「特段の事情」とは、利用者の事情により利用者の居宅を訪問し、利用者に面接することができない場合を指すものであり、介護支援専門員に起因する事情は含まれません。

２　特段の事情の範囲について
新見市における特段の事情に該当する場合は次のとおりとします。


３　特段の事情に係る内容確認について
（１）新見市において確認を行う事例は、２　の（２）及び（３）に該当する場合とします。
（２）２ の（１）については新見市への確認は不要ですが、「特段の事情」にあたる内容を居宅サービス
計画、あるいは支援経過に具体的に記載しておくことが必要です。
（３）内容確認にあたっては、事前連絡のうえ、「特段の事情による申立書」と必要書類を提出していただき、新見市において「特段の事情」に該当するか否かを判断し、事業所宛て通知します。

４　特段の事情に該当する場合のモニタリングについて
　　モニタリングの趣旨は、利用者本人の心身の状況をはじめ、家族や居宅周辺の生活環境の把握、サービス事業所等との情報交換にあることから、特段の事情にあたる場合でも、少なくとも利用者の入院（入所）先を訪問して利用者と面接をし、その家族との連絡を継続的に行ってください。

５　モニタリング結果の記録について
　　「特段の事情」がある場合には、その具体的な内容を記録しておくことが必要であり、この記録がない場合には減算の対象となります。

　　またモニタリングの結果の記録を５年間保存しておいてください。
※　記録内容は、利用者や家族の意向・満足度等、目標の達成度、事業者との調整内容、居宅サービス
計画の変更の必要性等について記載のこと
※　平成２６年４月の県条例により、保存年限が２年から５年に変更となりました。

６　その他

　　事業者が独自で「特段の事情」と判断した場合で、「特段の事情」に当たらない事例と判明した場合には、不適切な給付として返還を求めることがあります。

ご不明な点については「高齢者支援課介護保険係」までお問い合わせください。
モニタリングに関する「特段の事情」の確認事務について





（１）　岡山県からの通知「居宅介護支援事業におけるモニタリングについて」（H21.2.27付長寿第1683号）の例１～３に該当する事例。


例１　利用者が死亡してモニタリングができなかった場合。


または緊急で入院したり、緊急で短期入所サービスを利用することになったため、利用者の居宅で、モニタリングが出来なかった場合。


例２　地震・風水害や火災により利用者の居宅が被災したために、利用者の居宅でモニタリングが出来なかった場合。


例3　利用者の居宅を訪問することで、本人と家族の関係が悪化すると客観的に認められる


場合。


（２）　上記（１）以外で、利用者の事情により居宅でのモニタリングができなかった場合。


※この場合、「居宅でモニタリングできる日が事業所の営業日以外しかなかったため、モニタリングの


実施ができない」などの理由は、利用者の事情ではないので、特段の事情にはあたりません。


（３）　短期入所サービスの長期利用（３０日を超えての利用、いわゆるロングショートステイ）の


場合については、別紙の「短期入所サービスの長期利用について」の説明をご覧ください。











